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⑤【平成 24 年度】本格運行に向けた運行計画立案 

●平日（月曜～土曜日）      ●休日（日曜・祝日） 

資料１．オレンジゆずるバス休日運行の経過について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 

④【平成 23 年 9 月】抜本的な運行見直し 

⑥-1：【平成 25 年 5 月 20 日】 

平日の本格運行開始 

⑥-2：【平成 25 年 5 月 26 日】 

休日の新たな実証運行開始 

②【平成 22 年 9 月】オレンジゆずるバス実証運行開始 
※平成 22 年 9 月から平成 25 年 3 月末までの 3 ヵ年の期間 

③【平成 23 年 5 月】ダイヤ変更による軽微な運行見直し 

①【平成 22 年 3 月】箕面市地域公共交通総合連携計画策定 

利用者は需要予測を上回る 

月～金 1,181 人/日、土曜日 928 人/日 

※需要予測 906 人/日 

収支率の改善が図られている 

月～土曜日 38.5％（最大 44.4％） 

より効果的・効率的な運行見直し 

利用者は需要予測を下回る 

 日曜・祝日 704 人/日 

※需要予測 906 人/日 

収支率は目標を大きく下回る 
日曜・祝日 23％（最大 26.7％） 

休日運行の取り止めも検討 

休日利用の主目的である「買物」
に合わせたルートやダイヤの見
直しにより新たな需要が発掘で
きるのではないか？ 

平
成
22
年
度 

本格運行へ移行 1 年間の新たな実証運行へ移行 

平
成
23
年
度 

平
成
24
年
度 

平
成
25
年
度 

評価・見直し 

評価・見直し 

評価・見直し 

現在：運行評価及びその評価結果を受け、必要に応じた見直しの検討 

評価・見直し 
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表．オレンジゆずるバス運行の評価指標 

評価 

指標 
目標値 指標設定の意味 

認 

知 

率 

1 年目 

50％以上 

 

3 年目以降 

80％以上 

・公共交通を利用するための情報が十分かどうかを把

握する。 

 

・情報提供のあり方などを評価する場合に用いる。 

利 

用 

率

40％以上 

・地区における公共交通のサービスのあり方を数値と

して把握する。 

 

・利用促進策の取り組み成果などを評価する場合に用

いる。 

収 

支 

率 

50％以上 

・運行の見直し等を行うための最も基本的な指標。 

 

・採算性・効率性とサービス提供の妥当性などを数値

として把握する 

 

・運行計画（運行日、便数、運賃など）を評価する場

合に用いる。 

資料：箕面市地域公共交通総合連携計画（平成 22年 3 月） 

 

表．オレンジゆずるバス運行の見直し基準 

項   目 見直し基準値 

運賃等の見直し 
収支率 

（運賃収入+その他収入） 

65％以上 

(向上) 

50％以下 

（改善） 

便数の見直し バス 1便あたりの利用者数 

27 人以上 

(向上) 

15 人以下 

（改善） 

ルート・バス停の見直し バス停 1 日あたりの利用者数 

50 人以上 

(向上) 

9 人以下 

（改善） 

資料：箕面市地域公共交通総合連携計画（平成 22年 3 月） 

 

 


